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●なぜ日本で写真を？

事務局：４週目は、韓国からの留学生で、日本の朝鮮学校を撮影した崔殷植

さん。選考員は、鳥原学さんです。

鳥原：崔さんは、韓国から留学されて東京工芸大学の大学院に行かれたんで

すね。

崔：２００３年に入学して今年の３月に修了しました。

鳥原：韓国では兵役がありますよね、もう行かれたんですか？　

崔：はい、２年間くらい行って、士官学校の入り口で警備をしたりしました。

その後大邱芸術大学写真学科に入学したんです。

鳥原：写真を始めたのは大学の時からなんですか？　

崔：高校の時から歴史に興味があって、その時代の記録を正しく残すという

意味で写真をやってみたいと思ってました。韓国では、大学入試のために写

真の基礎を教えてくれる所があって、そこに行って勉強しました。

鳥原：なぜ東京、日本に来て写真を勉強しようと思ったんですか？

崔：自分の国ではなく他の国で写真を勉強したいなと思ったんです。韓国と

日本では勉強する写真が違うんじゃないかと思って。韓国ではドキュメンタ

リーを、工芸大学では写真ジャーナリズムを専攻しました。韓国でもジャー

ナリズムとドキュメンタリーの違いを勉強したんですが、日本ではもっとは

っきりとした違いを勉強することが出来ました。

鳥原：日本で有名な韓国の写真家っていうのはどんな人がいましたか？

事務局：例えばメジャーな人では、尹冑榮（ユン・ジュヨン）、裴炳雨（ベ

ー・ビョンウ）、それから具本昌（クー・ボンチャン）とかでしょうか。

鳥原：工芸大学の日本人の同級生と、韓国で一緒に写真を学んでいた人たち

と比べて、何か違うなって感じたところはありますか？

崔：日本人は優しいんだけど、よくわからないところがある……。例えば、

韓国では外国人が勉強していると、その人が何をしているのか知りたくて、

「何を撮っているんですか？」とか色々聞いたりします。でもこの２年間で

私に話しかけた人は１人くらい。日本の学生同士でもお互いに写真を見せた

り、写真について話したりしているのはあまり見たことがないですね。

鳥原：そうでしたか。日本の学生は、ライバル意識なのか……、それとも興

味ないのか、恥ずかしいか……。工芸大学には韓国の留学生の方が何人かい

らっしゃいましたよね。

崔：彼等とはご飯を食べたり、お酒を飲んだりもします。韓国でも他人の写

真について正直に言わないところがあったり、あまり挨拶もしないってこと

もあるんです。だから、日本ではもっと自由に話すことができるんじゃない

かと思ってたんですけどね。

鳥原：ドキュメンタリーをやりたいと思った動機は何ですか？

崔：自分たちが生きている世の中を、私がどんな風に見ているのかというの

を他の人たちに紹介したいという気持ち。芸術というか、アート志向のもの

はもっと自分が中心だと思うんですけど、私は自分が生きている世の中にも

っと関心を持っていたい。それでドキュメンタリーをやっています。

鳥原：今回の作品テーマである日本の朝鮮学校を撮ろうと思ったのは？

崔：９８年、韓国の大学３年生の時、７ヶ月くらい日本語学校に通いながら

千葉の焼肉店でアルバイトをしていました。その店の社長が朝鮮学校出身で、

２人の息子も朝鮮学校に通っていたのでいろいろ話を聞いて。その時から関

心を持つようになって、韓国の大学を卒業したら日本に来て撮ってみたいと

思いました。

鳥原：日本人でもこのテーマで取材し続けてる人は何人かはいるんだけど、

韓国の方が撮るというのはあまり見たことがなかった。

崔：韓国では、在日について学校ではほとんど教えないので、韓国にいる時

は、なぜ昔から朝鮮人が日本で生活してるのか、歴史的なことも全然知らな

かった。それで、なぜこんなことを知らないんだろうって写真に撮ろうと思

うようになりました。それに韓国での情報と、日本での情報とでは実際は違

っていることもあるし。

鳥原：日本で暮らしてる朝鮮人のことは、歴史教育の中では教えられないっ

てこと？

崔：ええ。９５年くらいから、テレビのドキュメンタリー番組で朝鮮人学校

について、在日についても放送されるようになったんですけど、それ以前は

ほとんどなかった。歴史の教科書にも全然ないんじゃないかと……。

鳥原：この写真を韓国の人に見せたことはあるんですか？　その反応は？

崔：在日のことを知っている先生は写真を見て「ここからがはじまりだね」

と言っていました。

鳥原：こういう状況は、韓国の人にとっては初めて見るものなのかもしれな

いですね。韓国に戻って朝鮮学校を撮るということを決め、周りの人に話し

た時、どういう反応がありましたか？

崔：「意味があることなんじゃない」って言われたり。でもあまり関心がな

い人もいる……。

鳥原：僕らはニュースとかいろんなところで、戦争中強制連行で半島から連

れてこられたとか聞いているから、当然のように現在の韓国人も教わってる

のかと思ってた。教わっていないと聞いてちょっと驚きました。

崔：私の周りにはあまり歴史的なことに興味がない人も多いので、そのせい

もあるかも。朝鮮学校の写真を撮っても、「どうだった？」とか、聞かれる

こともなかった。

鳥原：日本では最近になっていろんな歴史の問題がクローズアップされてま

すし、ある種、特別な感情がある。逆に言うとそういうものを崔さんは教わ
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鳥原：彼らは日本についてはどう思っているのかな？

崔：正直に学生たちに「日本をどう思う？　好きか嫌いか？」と質問したこ

とがあったんですが、「私たちは朝鮮人学校を卒業して、日本で生活してい

くのだから好きだとか嫌いだとか、あまり考えていない」って。彼らは４世

ぐらい。２世、３世ぐらいまでは家に帰ると朝鮮語で話しているけど、今の

学生たちは家に帰っても、友達とも日本語で。多分生まれてからずっと日本

で生活している彼らにとっては、日本を「好き嫌い」で考えることはあまり

ないんだと思います。

鳥原：子供たちは家に帰ると日本語で喋ってるんですね。彼らの祖国の文化

が薄くなっているってことですかね。

崔：基本的に南も北もハングル語なんですけど、彼らは“朝鮮語”と言って

いて、韓国で使っていない、北朝鮮だけで使われている言葉を使っていたり

もするんです。でもだんだん使われなくなるんでしょうね。

鳥原：今、在日の人がどんどん減っていく中で、こういう写真を撮って日本

の人たちに見せることにどういう意味があると思います？

崔：朝鮮学校を卒業した人たちは、「北朝鮮が自分の国、私は北朝鮮が好き」

そう思ってる人もいるんですけど、「朝鮮学校は変わって欲しい」という人

もいる。この子たちは学校を卒業しても北朝鮮に帰るのではなく日本にいる

しかないわけで、日本でずっと一緒に生活する人たち。だから日本人が朝鮮

学校を「北朝鮮系」って考えるのではなく、この人たちも日本人と同じって

考えるのが一番いいと思う。同じ社会を生きてる人たちだから。

鳥原：韓国では北朝鮮のことはどのように教わっていったんですか？

崔：７０年代、朴正煕（パク・チョンギ）大統領時代の教育では、北朝鮮は

韓国の敵だと教わっていた。そのあと、軍人の全斗煥（チョン・ドゥファン）、

盧泰愚（ノ・テウ）が大統領になった時もまだ厳しかった。その時代だった

ら朝鮮学校の写真を撮るなんて、韓国の政府からダメだと言われたと思うん

ですが、金泳三（キム・ヨンサム）大統領になってから雰囲気が変わって、

金大中（キム・デジュン）大統領が北朝鮮に行って金正日（キム・ジョンイ

ル）に会ってからは平和的な関係になったんじゃないかな。その時から日本

の朝鮮学校では、学校によってですが、掲げていた金正日、金日成（キム・

イルソン）の写真を外した学校もあるし。

鳥原：彼らの卒業した後についてを写真に撮ろうと思っていますか？　彼ら

は卒業したらどんな進路を選ぶんでしょうか？

崔：卒業後も撮ろうと思っています。彼らは、言葉は全然問題ないので、小

学校は朝鮮学校を卒業して、中学から日本の学校に行ったり。中学校を卒業

して、高校は日本の学校に行ったり。それに高校卒業して、朝鮮大学に進学

して、卒業したら朝鮮学校の先生になる人もいます。高校まで卒業して親た

ちがやってる仕事を続けてやっている人もいる。やはり、日本の会社に就職

するのは大変だと思うんです。

鳥原：朝鮮学校を卒業しても日本の大学へストレートに行けないんですよね？

事務局：以前は、国立大学は大検（現・高等学校卒業程度認定試験）を受け

直さないと入れなかったようですが、最近では、生徒が個別に申請を出せば

入れるようになってきたようですね。

崔：そうですね。日本の大学に行く人ももちろんいますね。

●向き合う

鳥原：この作品はどれくらいの期間で撮られたものなんですか？

崔：ほぼ１年です。毎週１回、２回通いました。

事務局：最初から、この６×６のフォーマットで撮ってるんですか？　何か

こだわりが？

らなかったということが、良い方に出ていると言うか、素直に偏見なく見ら

れているという気がします。

●川崎朝鮮初中級学校の子供たち

事務局：朝鮮学校はどういった経緯でできたのか、私たちもよく知りませんね。

崔：今日本にいる在日の人は６５万人くらいですが、そのうちの９０％は韓

国の、南の方の出身です。戦後１９４５年頃から、日本に残っている在日朝

鮮人の人たちが民族教育をしようという目的で朝鮮学校を作って、足りない

お金を北朝鮮が出すようになったんだと思います。

鳥原：関川夏央が以前に書いた『海峡を越えたホームラン』っていうノンフ

ィクションは、韓国のプロ野球に在日の選手が行って活躍した話だけど、そ

の苦労を書いたものです。在日の人は半島が祖国だけれども、日本で育って

向こうに戻っても、文化に馴染んで暮らしていけるかというと難しい問題だと

思うんですよね。今、在日の人たちは年に１万人くらい減ってるらしいですね。

崔：この学校も１年生のクラスは４人しかいない。小学生から中学生まで全

員で１００人くらい。

鳥原：じゃあ、取材に行って皆と顔合わせて、親しくなるのはけっこう早か

ったんじゃないですか？

崔：最初会って、韓国の言葉で挨拶したり色々話しをしたんですけど、やは

り違う教育を受けたからか、私が韓国人だからか、在日ということでか……、

よくわからないんですが、親しくなったかなと思ってもなんとなく壁みたい

なものを感じました。距離があるんじゃないかと。

鳥原：写真からそういうのはよく出ていると思う。親しみはお互いあるんだ

けれども、その間になんとなく薄い幕みたいな物があるというか、向こうに

行けないみたいな……。授業の雰囲気はどうだったんですか？　小中で９年

間一緒ですから、兄弟みたいで何でも言いう合う仲なのでは？

崔：ええ。絵を描く授業では自由に床で描いたりして、あまり厳しくないん

だと思いました。運動会も小学校１年生から中学３年生まで一緒。皆でやっ

てます。

鳥原：そこで兄弟的なつながりが育まれているんでしょうね。

崔：そこにできる関係が、教育的にいい効果があるんじゃないかと思います。

そのために朝鮮学校があるんじゃないかと。それと、校長先生は “普通の学

校”になりたいと話していました。北も南も関係なく、朝鮮学校ではあるけ

ど、普通の学校になりたいと。

鳥原：朝鮮半島の民族教育をやりつつ、垣根のない普通の学校っていうこと

なんでしょうか。学校数が、今１/４くらいになってるらしいですね。写真

のように学校の中はがらんとした感じですか？

崔：そうですね。最初ちょっと寂しいなと思いました。でも、運動会の時に

は元気な学生たちを見て、エネルギーみたいなものを感じることができまし

た。やっぱり学生同士は兄弟のように仲はよかった。
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崔：はい。６×６の画面は安定感もあるし、暖かく見えるんじゃないかと思って。

鳥原：写真を撮る時に一番心がけてることってなんですか？　どういう気持

ちで彼らにカメラを向けているんですか？

崔：もっと親しくなりたいなという、そういう気持ちでしょうか。でも、授

業が終わってから色々話をしようと思っても、この学生たちは話かけられる

のがあんまり好きじゃないかもしれない、って考えすぎちゃってあまり話し

かけられなかった。親しくなった先生たちは気軽に写真を撮れるんですけど、

生徒の写真を撮るのをあまり好ましく思ってない先生を撮る時は、やはり緊

張しました。先生たちはみんな撮られたくないと言っていたし……。

鳥原：それは何故でしょう？

といっても、今の日本の学

校だったら難しいでしょう

ね。学校で写真を撮って、

子供たちの顔を出してどこ

かで発表することは、まず

できないでしょうね。最近、

いろんな事件があるから。

学校というテーマは、これ

からドキュメンタリーをや

る写真家にとって、とても撮りにくくなると思うんですよね。ところで、こ

の中で自分が一番気に入ってる写真とかあります？

崔：この写真の彼は中学２年か３年生。私が撮るのをじっと見ていたんです

よ。目があったら話かけたいなって思ったんですけど、なかなかそれが……。

他の学生は「撮って下さい」とか、カメラを見に寄ってきたりしたんですけど。

鳥原：今は京都にいらっしゃるんですよね。どんな活動をされているんですか？

崔：京都では焼肉屋さんで働きながら写真やってます。ここの社長が朝鮮学

校出身なので、紹介してもらって、また朝鮮学校の写真を撮っています。

鳥原：京都ではどの程度撮影されましたか？　

崔：まだ１、２回しか学校に行ったことがないのですが、やっぱり壁を感じ

ています。その壁が何か、今考えています。今回「向き合う」というタイト

ルにしたんですが、私がこの学校を撮って何と向き合っているのかを、今考

えてるんです。

鳥原：そういう壁があると「撮影してる私っていったい何だろう」って、余

計考えますよね。

崔：日本人も韓国人も朝鮮学校を特別視するのは、良くないんじゃないかと

思うんです。最近は教育も変わってきているし、朝鮮学校は普通の学校と同

じだって考えた方がいいと思うんです。韓国人も、日本人も、朝鮮人も、み

んながそう考えられるようになったらいいなと思っています。

●アイデンティティ

鳥原：崔さんにとって、この写真を撮る行為の中で勉強になったことも多い

と思うんですが……。

崔：そうですね。朝鮮学校について判るようになったし、マスコミにも間違

った情報を持っている人たちが多いなと感じることもけっこうありましたね。

鳥原：やがて朝鮮学校は生徒が減って、なくなっちゃうかもしれない。崔さ

んがさっき、朝鮮学校は普通の学校と同じだと考えた方がいいとおっしゃっ

てましたが、朝鮮学校がなくてもいいっていうことになるのかな？

崔：そこまでまだ考えていないんですが、教育とか、自分のアイデンティテ

ィを考えると朝鮮学校は必要じゃないかと。なぜ日本人ではないのに日本で

生活しているのか、それを考えると、朝鮮学校の教育を全面的に肯定できま

せんが、自分のアイデンティティを確立するためには意味を持ってると思い

ます。

鳥原：逆にこの写真を撮ることで、崔さんの韓国人としてのアイデンティテ

ィは何か変化しましたか？

崔：この写真を撮ってから、韓国人が恥ずかしいなと思うようになりました。

日本にいる在日の人の為に韓国が何をやれたのか、何もやってないじゃない

かって、自分の国を客観的に見ることもできた。韓国の政府も恥ずかしいこ

とも色々やったと思うし。

鳥原：日本の方が在日の人々に対しもっと恥ずかしいことやってきた。だか

ら日本人にとっては一種の“腫れもの”になってしまっている世界なんです

ね。日本人がこのテーマを撮ったらこう素直に撮れないと思いますね。どっ

かで贖罪する気持ちがあるというか、負い目がある。ところで、今も朝鮮学

校に通ってるからって差別とかってあるんですか？

崔：北朝鮮の拉致問題が発覚した時、チマチョゴリの制服で朝鮮学校に通っ

てる子たちが、制服を切られたりとかしました。最初は、祖国の朝鮮半島の

服を着よう、という提案から制服になった。でも拉致問題があってからは、

この制服で通うのが怖くなったと聞いています。

鳥原：韓国の女子学生はこういう制服なんですか？

崔：いえ、学校によって違うんですが、ブレザーやジャケットが多いです。

鳥原：他に、彼らが民族的アイデンティティを大切にしていると感じた瞬間

はありましたか？

崔：学生たちに話す時に、日本語で話してもいいよと言ったんです。でも彼

らは日本語じゃなくて、下手なのに朝鮮語で話したり。

鳥原：アイデンティティってなんでしょうね？　国は違っても民族というも

のに対してはどう考えていますか？

崔：そうですね。韓国も北朝

鮮と同じ民族で、統一したい

という人が多いと思う。一部

には北朝鮮と統一するのは嫌

だという人たちもいるけど、

やはり同胞だ、そう考えてい

る人が多いと思う。韓国と北

朝鮮が統一すれば、在日の人

たちが日本で生活する上でも

もっと力になれるんじゃない

かと思っているんです。やっぱり、日本と北朝鮮の関係で、この人たちが色々

影響を受けているのは事実です。

鳥原：良い悪いは別にして、展覧会ではいろんな人が見に来ます。朝鮮学校

だから興味があるって人も、やっぱりいると思うんです。歴史の問題や、ア

イデンティティの問題、いろんな壁があるかもしれないですね。でも言いよ

うのないもどかしさみたいな、そういうことを写真で感じさせるっていうの

も重要な役割かなって気もしますね。ところで最近の日本での韓流ブームを

どう思いますか？

崔：ドラマもいいけれど、絵を描く人とか音楽をする人、芸術家たちが交流

すればいいと思う。韓国の大学で日本人が教授になったり、その逆だったり。

芸術的、文化的、教育的な面でお互いに協力していけば、いい関係になると

思います。

鳥原：そうですね。お互い行き来が自由になって、お互いの文化をもっと交

流していければいいですね。崔さんは当分日本で活動を続けるんですか？

崔：あと３年くらいは日本でもっと撮ってみたいんです。朝鮮学校も続けま

すが、日本ってどんな国なのか、私は日本をどう思っているのか、私が感じ

た日本を写真で作ってみようかと思っているんです。

２００５年５月１２日（リクルートＧＩＮＺＡ７ビル）


